
平成２９年７月３１日（月）～平成２９年８月６日（日）〔平成２９年第３１週〕の感染症発生状況

第３１週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)手足口病 2)ヘルパンギーナ 3)感染性胃腸炎でした。

手足口病の定点当たり患者報告数は１４．６５人と前週（１２．６７人）から増加し、例年より高いレベルで推移しています。

ヘルパンギーナの定点当たり患者報告数は４．７３人と前週（４．９４人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は３．９５人と前週（５．１４人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健所・各区役所保健福祉センター
（問い合わせ先） ０４４－２７６－８２５０

ＲＳウイルス感染症は、通常、秋から冬にかけて流行がみられる呼吸器感染

症です。近年、流行の開始が少しずつ早まっており、今年は昨年よりも１か月

以上早く患者報告数が増加し始めました。

川崎市においても第３１週(７月３１日～８月６日)の定点当たり報告数が

２．７３人となり、昨年９月上旬と同レベルの患者報告数となっています。

また、学校・保育園等欠席者サーベイランスによると、RS ウイルス感染症

と診断され保育園を欠席した園児の数が、市内ほぼ全域で増加しています。

第３１週報告数第２位

夏場も気を付けましょう！～ＲＳウイルス感染症～
第３１週報告数第１位

川崎市におけるＲＳウイルス感染症発生状況（５年間）

ＲＳウイルス感染症

【感染経路】咳や鼻水などによる飛沫・接触感染

【潜伏期間】２～８日（典型的には４～６日）

【症状】発熱・咳・鼻水などの症状が数日続きま

す。多くは軽症ですが、咳がひどくなり、喘鳴

や呼吸困難などの症状が出て、細気管支炎や肺

炎へと進展するお子さんもいます。

◆手洗いの徹底

◆おもちゃは消毒後、必ず流水で洗浄

◆飛沫感染対策として大人はマスク着用

学校・保育園等欠席者サーベイランス情報

【ＲＳウイルス感染症と診断された保育園児報告数※】
                    ※在籍者 100 人当たり

（平成 2９年８月８日 1４:00 時点集計）

予防対策

川崎市感染症情報発信システム（ＫＩＤＳＳ）

平成２９年８月７日（月）


